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「十二 門論宗致義記』　　　　　　に

行 との 関連 を中心 に

お ける 「無障礙」

中　西　俊　英

1． は じめ に

　後世 ， 華厳 宗第三 祖 に位 置 づ け られ た 賢首 大 師法蔵 （643−712） は ， 「華厳経』

に 関す る著作の み な らず， その 他の 大乗論書 につ い て も数多 くの 著作 を残 して い

る ． 特 に 『大 乗起信 論義 記』 （以下 『義記』）な どは 東 ア ジ ア仏 教思想 に大 きな影

響 をあ た えた 著作 と して 有名で あ る． た だ し， 法蔵若年期 の 著作 と され ， 中観思

想 を説 く 『十 二 門論』
D

の 註釈書で あ る 『十二 門論宗致 義記』 （以 下 『宗致 義記』）

の なか に も， 議論 に あた い す る様 々 な論点が 存在 して い る ．

　諸法が相即相入 して 無礙で ある こ との 論拠に つ い て ， 法蔵 『華厳
一 乗教義分斉

章』 （以下 『五 教章』）は 「縁 起 因門六 義法」 を た て る． しか し ， 法蔵 『華厳経探

玄記』 （以 下 『探玄記 』）は 「縁起 相 由」 と 「法性 融 通 」の 二 つ の 論拠 をたて
2）

， 思

想の 変化が確認 され る ， こ の 「縁起相由」 と 「法性融通」に つ い て は ， 『探 玄記』

が 「余 門如 旨帰 中説」 と述べ る
3）

こ とか ら ， 『五 教章』以 降 『探玄記』以 前の 著

作
4）

で ある 『華厳経 旨帰』 （以 下 r旨帰』）以 降に説か れ た とされ る
5）
． しか し， 『旨

帰』以前 の 著作 で ある 『宗致義記』 に も 「法性縁起融通無礙 門」 な どの 名称が確

認 され ， 無礙 の 論拠 と して の 両者が 説か れ て い る。 本論文 におい て は
，

こ の 記述

を 出発点 と し ， 「法性縁起融 通 無礙 門」 の 考 え方 につ い て
， 『宗致義記』 に 説か れ

る 無障礙の あ り方 とあわせ て 考察 したい ．

2 ． 『十二 門論宗致義記』法性融通無礙門

　法蔵 『探 玄記』に お い て 説か れ る諸法の 無礙 の 根拠 として の 「縁起相 由」と 「法

性融通 」 の うち ， 「縁起相 由」は 「縁起 因 門六 義法」の 考え方 で あ り， そ もそ も

は智儼 （602−668）が 『十 地 経論』 の 因 の 六 義 に もとつ い て 発 案 した
6）

と され る ．

もう一 つ の 厂法性融通」に つ い て は 『旨帰』以 降に頻 出す るが ， 「旨帰』以前の

著作で ある 「宗致義記』に も以下の よ うに 説かれて い る （※ ［A ］［B ］は筆者挿入 ）．
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「十二 門論宗致義記』 にお ける 「無 障礙 」 （中　西 ） （23）

二 亦遮 亦表． ［A ］如 『地 論』 云，「因不生 ．縁 生 故．縁不 生． 自因生 故 ．不 共生 ．無知

者故．作 時不住故，不無 因生．随順有故．」又 『対法論』云 ，「自種有故不従他．待衆縁

故非 自作．無作用故不共生 。有功能故非無因．」凡諸縁起亡 双句者，已 為募深．況総亡

四 句．是 故縁起 最極甚深．解云．此 二 論意 以 因為 自．用縁為他．此 因与縁 相待故各有二

義．一
有力義，二 無力義．以 因無為縁有故不 白生．以縁 無 為因有 故不他 生．

一
有

一
無無

二 故不 共生．二 有二 無不 倶故亦不 共生．則由此 無性方得起 此 不起 之 果 ， 故不無 因，不無

如此不 自不他不共 之 因故也 ．［B ］若約顕法性縁起融 通無礙門説者，四 門倶有作．何者 ，

謂 因縁各 有三 義 ．一
有．二 無 ．三 亦 有 亦 無 ．各別 開初 義 故 自作 亦 他 作．合 第三 義故共

作 ．合 第 二 義故無 因作．以各無力故．此 同従無住本立一
切法． （T42 ： p．228b−c ）

　［A ］ で は 『十地 経論』 『対 法論 』 （大乗阿毘達磨雑 集論 ） を引用 し ， 有力 ・無力

の 観点か ら説 明 して い る ． こ れ は 『五 教 章』 の 「縁起 因門六 義法」に な ら っ た 考

え方 ， す なわ ち後 の 「縁起 相 由」 的 な考 え方で あ る ． 他方 ， ［B］で は 「法性縁

起融 通無礙 」な る考え方が説か れ て い る． こ の 両者 は 縁起 の 二 つ の 見方 で あ り，

［A ］は 「遮」す なわ ち否定的表現 に よ っ て
， ［B］は 「表」す なわ ち肯 定的表現 で ，

縁起 の 最 極 甚深 な さ まを表裏一 体 に説明 して い る ．

　比較 の た め に ， 「探 玄記』が説 明 をゆ ず る 『旨帰』 の 説明 を確認 して お きた い ．

　 九 ，縁 起相 由力故 者 ，謂 一与多互為縁起相 由成 立故．有如此相即入等．此有二 種．一
約

　 用 ．有有力無力相持相依 故有相入 ．二 約体．全体有空能作所作全体相是．故有相即．

　 （中略）

　 十，法性融 通力 故者，謂若唯約事相 ， 互相礙 不 可 則 入．若唯 約理 性 ， 則 唯
一

味不 可 則

　 入．今則理事融通 ，具斯無礙．謂不異理 之事具摂理 性時 ， 令彼不 異理之多事．随彼所依

　 理 ，皆於 一 中現 若 一中摂 理 而 不 尽，即 真理 有分 限失．若
一

中摂理尽，多事不随理現，

　 即事在理 外失．今既
一事之 中全摂 理 ，多事豈不於中現 ． （T45 ： p．595b）

　 「縁起相 由」 で は 『宗 致義記』 同様 に 有力 ・無力 の 考 え 方 を用 い て 説 明 して お

り，
い わ ば伝統 的 な 「因の 六義」の 考え方で あ る ．

一
方 ， 「法性融通」に つ い て は ，

理の 不可分限 な性 質 を前提 と して の
一

と多 との 無礙 の 説 明で あ り， 法性 融通 の 力

に よる無礙 とい うの は 同 じで あ るが ， 『宗致義記』 と異 な っ て い る．

　『宗致義記』の ［B ］の 解釈で は
， 「無因の 作」，

つ ま り因 と縁 とが無 （力）で あ っ

て も無礙が成 り立つ と されて お り， それ は 「無住の 本 よ り
一

切 法を立 つ 」 と同 じ

と され る ． 「無住 の 本 よ り
一

切 法 を 立 つ 」 は 『維摩経 』 が 典 拠
7）

で あ り ， 「無 住

の 本」 は 「［最早 それ 以上 の ］基 体を もた ない もの 」「万物 の 最終的基体」 と も訳

さ れ る
8＞

が ． 本論 文で は
，

ひ とまず ， 平井俊榮 ［1976：p．50］の 「何 もopに もと

らわ れ る こ とが ない 」 とい う空 の 実践 的側 面 をあ らわす こ とば と して 解釈 した い ．

な お ， 同論文 は
， 「顛 倒の 住著を破する無著無執の 精神」 と して ， 吉蔵 （549−623）
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が 「無住」 を強調 して い た こ と を指摘 してお り， 法蔵 へ の 思 想的影響が 考 え られ

るが ，
こ の 点に つ い て は稿をあ らため て論 じる．

　諸法の 無礙な る あり方にお い て ， 行 の 実践 に対する問題意識が 含まれ て い る こ

と， そ れ は 『宗致義記』の 以 下 の 記述 に よ っ て 裏づ け られ る ，

如是等文．皆明以有真空故 ， 方有諸法也．又由観真空 ， 方成諸行．是故十度等行 ， 皆 由

空成．菩提等果 ， 皆由空立．是故従此真空無住建立諸法 ， 又令諸法得相即相入無障無礙

等．　（T42 ：p．217c）

　こ こ で は
， 真空 を観察する こ と に よ っ て こ そ十波羅蜜な どの 行は成 り立 つ と さ

れ ， 行 の 根本 に は真空 の 観 察す なわ ち真 空観 があ る． そ して
， 「真 空無住 よ り諸

法 を建 立 する 」 と述べ られ ，
こ の 真空 に よ っ て 成 り立 っ て い る 諸法 は 「相 即相 入

無 障無礙 」で あ る とされ る ． こ れ と ， 上 記 の ［B］の 解釈 と をあわせ て 考える と ，

法性縁起 融通 無礙 門で は ， 「真空無住」 とい うこ とが 無礙 に お い て 重要 な概 念で

あ り， それ は行 （真空観） と密接 に関連 して い る とい える．

3． 「無障礙」と行

　無礙 と行 との 関連 につ い て は， 『宗致義記』 に お ける 『十二 門論』本 文 の 「無

障礙」の 註釈か ら も確認す る こ とが で きる （※ ［1］〜 ［3］は筆者挿入 ）．

無障礙者 ， 此有三 義． ［1］一
約境．謂 真空不礙万 行 ， 万 行不礙真空．故云無礙．亦乃 即

真空為 万行 ， 万行 未嘗不空 ．即万行為真空，真空 未嘗不行．故云無礙 也 ． ［2］二 約智．

謂照空 之智，則具万行．万行即智．無有障礙 ．故云若通 達．通 達則是 智也． ［3］三 約倶

融 ．謂智有 二 義．一
従縁虚 故 ， 虚 無不尽．智 同境也．二 虚 尽 唯空 ， 未嘗失照．境即 智

也．以即空之妙智，還照即智之真空．是故終 日照而無照，終 日境而無境，無境無智而境

智宛然．故名通達 ．亦云 無障礙也． （T42 ： p220a −b）

　註釈対象で あ る 『十二 門論』 の 本 文は
， 「大乗 に通達す れ ば

，
六 波羅蜜 を具足

して 無所 障礙 で あ る」
9）

で あ り，法 蔵 は ［1］ 「境」・［2］ 「智」・［3］「境 と智の 両

者」，
とい う三 つ の 観点 か ら註釈 して い る． 真空 の 観察が 行で あ っ て

， そ れ に

よ っ て能観の 智 と所観の 境 とが 無礙 で あ る こ と （境智倶融）， そ れ が 「（大乗 に）通

達」 する こ とで あ る とい う．

　こ の 真 空の 観察の あ り方 に つ い て は ， 『宗致義記』 は以下 の よ うに定義する．

三 定智者 ， 亦二 ．
一

解．謂於前真空 ， 善分析揀択 ， 不 与三 種 空乱意相応．又 亦解知此

解 ， 与行不 同．若不爾者 ， 於此 法上 堕不生 解．則謂此解便 是行 心 ， 非正 理故．不 名解
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也．二 行．謂以 行心観正 理時， 決定不如 前之所解， 以解不 能至 故 ．行 心 順 法 ， 亡 情念

故．謂於 真境 ， 不作空解 ， 不作有解，不作倶解，亦不作倶非解．於
一

念間 ，

一
切解心動

念総絶．亦無不 動之解．所解亦絶．此絶亦絶．境智倶融．於
一

念間．此謂情 開理現 ， 難

可宣説．至 者當知 ， 龍樹説空，意 在於此． （T42 ： p．217c）

　『宗致義記』に お け る真空観 の 説 明
lo＞

は
， 「識病 （病 の 認 識）」「揀境 （対象の 区別）」

「定智 （智 の 定義）」の 三 カ所か ら成 っ て お り，
こ の 箇所 は三 番 目で あ る． こ こ で

は まず空 を解す る こ とにつ い て 説 明 した 後 ， そ の 解 とは 異 な る行 につ い て 説 明 し

て い る ， 行 は 「行心 」 と も述 べ られ ， あ らゆ る虚妄 な分別 が つ きて ， 空 ・有の
一

方 に か た よ らない 心 の あり方で ある ， こ の 行心 に おい て は
， 所観の 対象 も絶 し ，

能観 に お ける絶す る とい うこ とも絶 し ， 智 と境 とが 無礙 （境智倶融） で あ る． そ

して ， そ れ は
一念 の うちで あ る とい う．

　また
，

こ の 真空観の 説明の す ぐあ とに ， 「顕徳用 （観察の は た ら き）」 と して
，

上

述 の 「従此 真空 無 住建 立 諸 法 ， 又 令諸法得相 即相入無障無礙」が 述 べ られ ，
こ こ

か ら も 『宗致義記』 の 無障礙 にお け る行 （真空 観）の 重要性が うか が い 知れ よ う．

4 ． お わ りに

　法蔵 は著作 に お い て 具体的 な行 につ い て 言及 す る こ とは あ ま りな く， 『義記』

で は
， 特 に止 の 修行 に つ い て

， 「広如天 台顎禅 師二 巻止 観中説也」
11）

「此 等皆如禅

経 中 及顎禅 師止観 中広 説」
12）

な ど と述べ ， 『天 台小 止 観』等 に 説 明 を ゆ ずる。 こ

こ か ら法蔵 は行 な どの 実践 に対す る 関心 は 薄 い と考 え られ る こ と もあるが ， 彼の

伝記 『大唐大薦福寺故大徳康蔵 法師 之碑』 に は 16歳で 指 を焼 い て 供養 した との

記 載が あ る
13）

． また
，

『梵網経菩薩戒本疏』 で 焼 身供養 を説 く 『梵網経』 第 16軽

戒 を註釈す る際 に は ， 「諸仏 を供養 し
， 衆生 を救 い ， また 法を求め る た め に は 菩

薩は命を惜 しまずに身を もっ て供養 す る の だ と述べ
， 実際 に身や 肘や 指を焼 くこ

とは否定 し ない 」
14）

とい う． それゆ え ， 行 に 対す る意 識 は 強 か っ た と も考 え られ

るが ，具体的な 内容 につ い て の 記述 は あ ま り存在 しない 上
， 観行を説 き法蔵撰 と

され る華厳観法文献 も， 作者に つ い て の 問題が指摘 される こ とか ら
， 法蔵にお け

る行 の 内容 を考察す るの は容易 で は ない ． こ の 問題 に つ い て は ， 法蔵 の み で は な

く， 法蔵 周辺 の 問題 意識 と して ， 彼の 周辺 で 編纂 され た と考 え られ る 『法界 観

門』 な どの 観法文献 を含め て 考えて い きた い ．

　なお
， 「法性融通 」 とい う無礙 の 論拠 が なぜ 考案 され た か に つ い て は

， 円測 の

『仁王 経疏 』 との 関連 が 指摘 され て い る
15＞

． 法蔵 に は 『旨帰』以前 の 著作 に 『華
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厳経 明法 品内立三 宝章』 とい う当時の 彼の 関心 を ま とめ た研 究 ノ ー
トに も似 た 著

作が あり，
ひ とまず本論文で は， 法蔵が様 々 に試行錯誤 して い くなかで ， 『旨帰』

の 「法性融通」の 考え方 に い た っ た の で は ない か とい う結論に とどめ て お き， 今

後は 同時期 の 華厳以外 の 文献 も対象に含め て 幅広 く考察 して い きた い ．

［付記 ］本論文 を執筆する に あ た っ て は
， 石井公成 ・蓑輪顕量 の 両先生か ら貴重 な助言

を い た だい た．こ の 場 をか りて あ らた めて 感謝の 意を表明 したい ．

1 ）『十二 門論』は鳩摩羅什が翻訳 した 中観系 の 論書， また三 論 の
一

つ と して よ く知 ら

れ て い る．極め て 簡 潔な論書 で ，偈頌 と長 行か ら成 り， 漢訳 の み 存在 する．「龍樹菩薩

造」 とされ るが ， 先行研 究 を参照 する に，そ の 可能性 は低 い ． （『十二 門論』 の テ キス ト

論 に つ い て は，五 島清隆 ［2002］ な どを参照．） なお ，法蔵 は作 者問題 に言 及 して い な

い ．　　　 2 ） T35 ：p．173c．　　 3）T35 ： p．125a．　　 4 ）本論 文に お け る法蔵 の 著

作 の 撰述年代 に つ い て は
， 吉津宜英 ［1991： pp．130−150］ を参照．　　　 5 ）吉津宜英

［1985： p．121］ など．　　　 6 ）大竹晋 ［2007： p．310］．　　　 7 ）T14： p．547cな ど．

8 ） 『維摩経』の 「無住 の 本」 の 訳 につ い て は，松本史朗 ［2005： p．15コ を参照．

9 ）「若能通達是 義 ， 即 通達大乗 ， 具 足 六 波 羅蜜 ， 無所 障礙 ．」 （T30 ： p．217c）．

10）T42 ： p．217b−c．　　　　ll）T44 ： p．283b．　　　　12）T44 ： p．284b．　　　　13）T50 ： p．280b．

14）石井公成 ［1996：pp．334−335］．　　　 15）大竹晋 ［2007： pp．367−368］．
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